
宮前区にあるワイダンスカンパニーエンターテイメ

ントスタジオ は、２歳の幼児からシニア世代までが通

うダンススタジオです。バレエ、ジャズダンス、コン

テンポラリーなどのダンスを軸に、歌や芝居、ピアノ、

英語までを一つの場所で学ぶことができます。平成

19(2007)年のオープン当初から現在まで、先駆的な存

在として歩み続けています。スタジオを率いるバレエ

講師の針山祐美さんにお話を伺いました。 
 

一流を、一か所で 
針山さんは、バレエを基礎に、ミュージカルの世界

へ進み、さらなる研鑽のためニューヨークへ渡りまし

た。そこで出会ったのが、バレエもジャズもコンテン

ポラリーも、すべてを高いレベルで学べるスタジオで

す。「日本では、バレエはバレエ教室、ジャズはジャズ

教室と、それぞれ別の教室でレッスンに参加する。そ

れでは時間も費用もかかりすぎてしまう。全部できた

らいいのに」と考えた針山さんは、帰国後、ジャズダ

ンス界の第一人者である吉元和彦さんとともにこのス

タジオを立ち上げました。「エッセンスを体験するだけ

ではなく、本気で学びたい人が世界を目指せる場所に

したかったんです」という当時の思いは、今もスタジ

オの根幹にあります。 
 

舞台は“特別”ではなく、学びの一部 
ワイダンスでは、年に一度の大きな舞台公演「パフ

ォーマンス」に加え、自分のやりたいことができるダ

ンスフェスティバルやミュージックフェスティバルな

ど、舞台に立つ機会が数多く設けられています。針山

さんは、「一回の舞台から学べることは、100回のレッ

スン以上のものがありますし、舞台

に出て行って、やり切って、また戻

ってくる。それだけでも、大きな成

長が得られます」と、目を輝かせな

がら話してくださいました。 

プロにならなくても、残るものがある 
国際コンクールでの受賞、海外公演、そして劇団四

季をはじめとする舞台やミュージカルへの合格者を輩

出するなど、華やかな実績もこのスタジオの誇り。卒

業生が出演している作品を見に行ったり、海外で活躍

する卒業生の話を聞いたりする時間は、スタジオの皆

さんが頑張る原動力にもなっているようです。 

けれど針山さんは、「全員がプロ

になる必要はないんです。本気で

取り組んだ経験は必ず別の形で

残ります。姿勢、集中力、自分を

表現する力、ダンスでなくても、

その人の人生につながっていく

ものがあると思っています」と話

します。実際に、ダンスとは異な

る分野で活躍している卒業生は多

く、その姿を見るのも針山さんの

喜びの一つ。「また踊りたくなっ

た」と、大人になってレッスンに

戻ってくる人もいるそうです。 

「夢をかなえる場所」でありたい 
ワイダンスカンパニーでは、幼児も、学生も、大人

も、プロを目指す若者も、同じスタジオで、それぞれ

のレベルに合わせてレッスンを受けています。基礎ク

ラスから始め、少しずつ上のクラスに挑戦するシニア

世代の姿も、今では珍しくないそうです。 

「今は便利な時代で、体を動かさなくても何でもで

きてしまいますが、人はやはり体を使ってこそ。ダン

スなら、楽しみながら成長を感じられます。何歳だか

ら無理、という考えはありません。思ったことは、や

ってみてほしいのです。ワイダンスカンパニーは、年

齢も、経験も関係なく、“やってみたい”と思ったこと

を実現できる場所でありたいです」と針山さん。 

舞台の上だけでなく、日常の中でも一歩を踏み出す

勇気をくれるワイダンスカンパニーエンターテイメン

トスタジオは、今日もそれぞれの夢への入口であり続

けています。新年度が始まりました。皆さんも、やっ

てみたいことに挑戦してみませんか？ 

何歳からでも挑戦できる  
「ワイダンスカンパニー 
エンターテイメントスタジオ」 
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生徒たちの「やりたい！」をかなえる
ダンスフェスティバル、ミュージック
フェスティバルでは、一人で踊る、歌
う、演奏する経験ができます。 
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玄関を開けると、笑顔と声が自然に行き交っている

「ピカソ・カレッジ新百合」。株式会社アイムが運営す

る、高校卒業後の障害がある人たちが利用する生活介

護事業所です。20代の利用者が多く、活気にあふれて

います。麻生区に２つの拠点があり、古沢ではアート

制作が中心、金程では調理など別の活動が行われてい

ます。利用するのは同じメンバーで、毎週水曜日に拠

点を入れ替えて活動します。運動会やクリスマス会、

遠足などのイベントは、両方の拠点が「新百合」とし

て集まって合同で行っています。 

自由活動と作業がつくるリズム 
ポイント制の工賃が働く実感に 

一日の流れは朝10時から夕方4時まで。朝の会ではラ

ジオ体操やダンス、係を決めて、その後はそれぞれの

活動へ。お話ししたり、ゲームしたり、買い物、アート

制作など、自由に活動内容を選びます。 

金程の拠点では毎日のランチを作り、食缶で古沢へ

運びます。スタッフの方は、「こちらが言わなくても猫

の手をするようになったとき、薄切りができるように

なったときに成長を感じます。『おいしいね。ありがと

う』という掛け合いができるのがとても楽しく、働く

原動力になっています」と笑顔で話してくださいまし

た。“できた”が、みんなの表情をふわっとほどいてい

く、そんな場面が目に浮かびました。 

特徴的なのが「作業をすると工賃が支払われる」仕

組み。ランチづくりやブログ執筆、封筒のハンコ押し

など、15分ほどで交代しながら取り組みます。工賃は

ポイント制で、Ｔシャツ製作なら、印刷したシートを

ラミネート加工して１ポイント、畳んで袋詰めは５ポ

イントという具合に工程ごとに決まっています。皆さ

んは月に一度の工賃の支給日

を楽しみにしていて、「仕事な

いですか？」と聞いてくる利

用者さんもいるのだとか。働

いた分が形になる経験を丁寧

に積み上げ、次のやる気につ

ながっているようです。 

作品が街に出る、 
街の声が戻ってくる 
ピカソの大きな特徴は、外

部展示の多さです。年に一度

麻生市民館ギャラリーで展

示を行うほか、新百合ヶ丘オ

ーパでの展示は季節ごとに

行われ、搬入・搬出の作業に参加して工賃が出ること

も。展示を見に行き、写真を撮ることも活動の一部で

す。プロダクト・ディレクターの後藤さんは、「最近は

イベントでも『いつも見ているわよ』と声をかけてい

ただけるようになりました。『頑張ってね』と言われる

ので励みになります」と話します。誰かが立ち止まっ

て自分たちの作品を見てくれている、そのことが次の

作品を生む力になるように感じました。 

賞は本人だけでなく
現場みんなの誇り 
実は、今号の表紙作品の作

者である KAIさんもピカソ・

カレッジ新百合を利用して

います。取材の中でも特に熱

がこもったのが、「第２回か

ながわともいきアート展」で

の受賞のお話でした。ピカソ

からは入選者が複数出て、神

奈川県知事賞や、ともいき賞

を受賞した方も。「賞を取る

のって、こんな気持ちなん

だ！と。本人ではないのです

けどね（笑）」という後藤さんの言葉から、喜びと驚き、

そしてスタッフの苦労もにじみます。この受賞が、本

人だけでなく、周囲の大人や仲間の誇りにもなってい

ることが伝わってきました。 

「楽しく」が軸、青春を謳歌 
「ピカソ・カレッジ新百合」は、利用する皆さんが

「行きたい」と思える楽しい場所であることを第一に、

地域の皆さんに知ってもらいながら認めてもらって、

見守られながら応援してもらえて、社会の一員として

かかわりを持って生きていくことを大切にしています。

もし新百合ヶ丘オーパのギャラリーなどで展示を見か

けたら、ぜひ立ち止まってみてください。そのひと時

が、彼らの次の挑戦につながっていきます。 

 

明るく、楽しく、社会の一員として
「ピカソ・カレッジ新百合」 

Stage Up 257号 令和8 (2026)年4月1日発行 

■ ピカソ・カレッジ新百合（古沢・金程） 

  川崎市麻生区古沢255-5 

電話 044-328-9240 

   川崎市麻生区金程2-15-2 

   電話 044-322-8963 

 

インスタグラム 就労支援ピカソ・
カレッジのblog 

作業も楽しんで行います♪ 

新百合ヶ丘オーパでのイベント 

「神奈川県知事賞」の TOMO さんと
「ともいき賞」の大薗さんを囲んで 

運動会では 
力を合わせて
頑張りました! 
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